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となるように混合し，その後，所定量の蒸留水を混合し，作製した試料を 50 g 入れて密閉
した袋に二酸化炭素を 6.0 dm3 注入し ， 5 分間振とう後， 24 時間静置し，静置後の試料中
の Ca の化学形態を示差熱分析装置により決定し，土壌 pH の測定法を適用して試料の pH
を決定した結果を Fig.1 に示す。含水率がわずか 0.5% (0.28 mmollg) でも 0.5 mmollg 程
度の炭酸カルシウムが生成され，含水率が増大するにつれて消石灰の含有量は減少し，炭
酸カルシウムの含有量が増大した。また，含水率が 20% (11.1 mmollg) 以上では消石灰が
全て炭酸カルシウムに変換された。この際，含水率が 0.5%における試料の pH は 12.4と強
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アルカリであるが，消石灰が全て炭酸カルシ











































(鉄含有率: 5.3%，有機物含有率: 0.1%未満， D50=760.4 μm) を用いて，含水比の影
響について Fe2+添加有無の両者において確認した口模擬汚染土壌 (A 重油， 1,000 mg/kg) 
を 50 cm3 ガラス製遠沈管に 10 g 入れ， FeS04水溶液 (Fe2+ : 1.0 mmol) (Fe2+無添加時は
蒸留水)を入れた後に過酸化水素水 (H202 : 6.0 mmol)を添加後 瞬時に蓋をすることで
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といった機構が想定された。また，フェントン処理は通常， pH を 2"'3 程度に調整するが，







10,000 除去されない油分の土壌微生物による分解を検討した。模擬汚染土壌 (A 重油，
mg/kg) 1 kg に対して，①化学的処理未実施，②フェントンライク処理 4 回実施，③フェ
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9.6 を示しており弱アルカリ雰囲気であったが，





















2) C. Walling: Accounts of Chemical Research, 8(1975), 125・ 13 1.
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論文審査結果の要旨
油汚染土壌の浄化に関してはリスクの早期低減とコスト低減の両面からの要求を満たす有効な処
理方法が見出されていない状況にある。本研究では油汚染土壌の浄化に対してこれらの要求を満た
すような処理手法の確立を目指し，代表的な化学的処理の方法で、ある生石灰混合処理及びフェント
ン処理を，微生物処理との組み合わせが可能なものに改良した上で，両者の組み合わせにより効果
的に土壌中の油分を減少させる手法の基礎を確立することを目的とした。
論文は全5章で構成されている。
第 1 章は緒論であり，本研究の背景及び目的を述べている。
第 2章では，生石灰混合処理後に微生物処理を適用できるよう改良するための実験的な検討を行
った。生石灰混合処理と二酸化炭素の通気処理の併用で生石灰の使用量を半分程度まで低減させ
ても，従来の生石灰混合処理(生石灰 10%、納日)と同等以上まで土壌温度を上昇させることが可能
であり，その際の土壌pH は土壌微生物が生育可能な弱アルカリにできることを実証した。
第3章では，油汚染土壌の原位置処理での適用が行われているフェントン処理をオンサイト処理
に適用可能で，かっ微生物処理との組み合わせが可能なものに改良するため，特に Fe2+を添加そ封三
中性領域で、関芯させるフェントンライク処理を中心lこ検討を行った。油汚染土壌にフェントンライ
ク処理を適用することにより，処理後の土壌を中性に維持でき，フェントン処理よりも高い分解率
で分解できることを実証した。また土壌系におけるフェントンライク処理の反応根財薄はこれまで検
討されてこなかったが，本研究によりその概要が初めて明らかにされた。
第4章では，前 2章で示した改良された化学的処理手法の土壌微生物への影響と化学的処理によ
って除去されない油分の土壌微生物による分解を検討した。これらの化学的処理は土壌微生物に大
きく影響を及ぼさず，化勃句処理後も油分解能を有する微生物が継炉品に活動し、化判句処理で除
去されなかった油分を分解することが初めて示された。
第 5章は総括であり，論文全体の成果のまとめと今後の展望について述べている。
以上要するに本論文は，油汚染土壌の処理闘すである生石灰混合処理とフェントン処理を微生物
処理との組み合わせが可能なものに改良し，これらの化学的処理により高濃度汚染の部分のリスク
低減を行うとともに，残存する低濃度汚染の部分に対し微生物処理を継炉』切こ行うことにより，低
コストの浄化を実現可能にすることを示したものであり，環境科学、特に土壌・地下水汚染に関す
る環境修復学に寄与するものは大きい。またこれらの成果は，ラジカル同志，微生物工学などの基
礎科学の発展にも寄与するところが少なくない。
よって，本論文同専士(環耕学)の学位論文として合格と認める。
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